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1. MSCIについて 

MSCIは、世界の機関投資家（年金基金からヘッジファンドまで）に対して投資の意思決定をサポートする

様々なツールを提供するリーディング･カンパニーです。 

MSCIの提供する商品としては、グローバル株価指数やポートフォリオ･リスク管理ツール、ESGリサーチ、

不動産データなど多様なものがあります。世界24カ国に拠点を持ち、3,000人以上の従業員を抱え、MSCI

は、その革新的新製品や高品質データ、優れた配信機能、比類ないクライアント･サービスを通じて、複雑

化する投資の世界をサポートすることにコミットしています。MSCIに関する詳細な情報はwww.msci.com

をご参照下さい。 

MSCI ESGリサーチとは 

MSCIのESGリサーチは、世界6,000社超の企業の環境・社会･ガバナンスに関する深い調査や格付け、分析

を提供しています。その商品は機関投資家や資産運用会社が投資プロセスにESG要素を統合するために使用

されています。 

MSCIは220人以上のESG専任スタッフを擁し、そのうち150人以上はESGアナリストです。 

MSCIが提供するESG関連商品やサービスは何か 

我々の商品ラインアップには以下が含まれます: 

• MSCI ESG格付け 

• MSCI ESGガバナンス・メトリックス 

• MSCI ESGスクリーニング、カーボン･ツール 

• MSCI ESG指数 

MSCIのESG商品に関する詳細はwww.msci.com/esg-integrationをご参照下さい。 

MSCIの顧客はESGリサーチをどのように利用しているのか 

具体的な利用例は様々ですが、以下のような例があります: 

• リスク･ファクターとしてESG情報を運用プロセスに統合する 

• 経営のクォリティ指標としてESG情報を投資プロセスに統合する 

• MSCIのESG指数を投資ユニバースやパフォーマンス･ベンチマークとして利用する 

• 化石燃料や非人道的兵器など特定の事業に関連するエクスポージャーを除外または制限するために

利用する  

http://www.msci.com/
http://www.msci.com/
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2. MSCIのESGリサーチ商品へのアクセス 

MSCIはどのようにESGリサーチを配信しているのか 

MSCIのESGリサーチの商品･サービスは、「MSCI ESG Manager」というウェブ経由のASPサービスや、

MSCIのリスク管理ツールBarraOneやBarra Portfolioで提供しています。FactSetやStyleResearchという

第三者情報ベンダーでもデータ提供しています。 

どうすれば企業はMSCIのESGリサーチを入手できるか 

企業は、ESGコーポレート･コミュニケーション･チームesg_corporate_communications@msci.comま

で問い合わせれば、以下のレポートを無償で取得できます。 

• MSCI ESG格付け 

• MSCI ESG不祥事調査 

• MSCI ESGガバナンス･メトリックス 

• MSCI ESG Business Involvement Screening Research (BISR) 

• MSCI ESGデータ･メトリックス 

MSCI ESG指数構成銘柄に関する問い合わせやメソドロジー等についてもESGコーポレート･コミュニケー

ションまでお問い合わせ下さい。ただし、他社のレポートや業界レポート（Industry Report）については

セールス担当者までご連絡下さい。 
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3. データ検証 

MSCIのデータ検証プロセスとは何か 

MSCIでは、ESGに関する分析をするために集めたデータを企業が検証できるよう標準化されたデータ検証

プロセスを用意しています。同プロセスは、ESG格付けの年次更新時に行われます。例えば、公益事業産業

が第4四半期に更新される予定となっている場合、公益事業に属する企業には第4四半期中にデータ検証レ

ポートが送付されます。基本的に、MSCIのESG格付けは一年に一回更新されます。また、標準的なデータ

検証プロセスに加え、特定のデータについてアドホックに企業に対して問い合わせることがあります。 

企業はESGレポートなどのドラフトを事前に見る事はできるのか 

できません。MSCIでは企業情報が更新されたのを受けて商品を定期的に更新しており、ドラフトを送付す

ることはできません。 

標準的データ検証レポートにはどのデータが採用されているのか 

我々は企業に送るデータ検証リクエストを可能な限り減らそうと思っています。そこで、データ検証レポー

トには以下の商品に使用されるデータが採用されています。 

• MSCI ESG格付けのデータ 

• MSC ESGデータ･メトリックスのデータ 

• MSCI ESG不祥事調査のデータ 

MSCI ESGガバナンス･メトリックスとMSCI ESG Business Involvement Screening Research (BISR) 

に関するデータは別に送られています。 

企業はどのようにして、誰に対してデータ検証レポートに対するフィードバックを出せば良

いのか 

データ検証レポートを受け取った企業は、送付メールにおいてどのようにフィードバックを提供するか記載

があるので、それを参照して下さい。全てのコメントはesg_corporate_communications@msci.com ま

で送られなければならず、また修正依頼についてはその裏付け資料が同送されなければなりません。MSCI 

ESGリサーチは公表されている情報しか受け付けません。非公開情報や秘密の情報、公開前の情報は送らな

いで下さい。それらの情報はESG評価に使用されません。 

もしMSCIのESGレポートに誤りがあったらどうすれば良いか 

既に公表されたESGレポートに事実誤認があった場合、訂正内容をその裏付けと共に

esg_corporate_communications@msci.comまで送って下さい。MSCI ESGリサーチは公表されている情

報しか受け付けません。非公開情報や秘密の情報、公開前の情報は送らないで下さい。それらを情報はESG

評価において使用されません。MSCI ESGリサーチは企業レポートを可能な限り速やかに更新します。 
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企業は、どのようにすれば適切な部署がデータ検証レポートを受け取れるようにできるか 

もしデータ検証レポートその他のコミュニケーションが適切な部署に送られていない場合、あるいは分から

ない場合、esg_corporate_communications@msci.com.までご連絡下さい。 

  

mailto:esg_corporate_communications@msci.com
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4. MSCI ESG格付けレポート 

MSCI ESG格付けレポートとは何か 

MSCI ESG格付けは、MSCIのESGリサーチ商品の基幹商品であり、企業のESGリスク管理やパフォーマン

スに関する情報を提供します。MSCI ESG格付けの詳細については、メソドロジー（リンクはhere）のサ

マリーをご参照下さい。MSCI ESGガバナンス･メトリックスの詳細については、メソドロジー（リンクは

here）をご参照下さい。 

ESG格付けの見直しの頻度は 

ESG格付けは通常年一回更新されます。MSCIでは常に企業情報をモニターしており、例えば二酸化炭素排

出量など特定のキーイシューについてデータが新たに獲得できれば、スコアを更新します。これらの更新情

報には、データ検証プロセスにおける企業からのフィードバックも含まれます。また、重大な事象がある場

合、格付けが変更になる可能性があります。 

どのようにして企業はIndustryにアサインされるのか 

企業の分類は国際産業分類基準 (GICS®)に基づいて決定されます。GICSに関する詳細についてはこちら

（リンクはhere）を参照下さい。 

GICSについて更に情報が欲しい場合、企業はどうすれば良いか 

GICSについてはclientservice@msci.com.までお問い合わせ下さい。 

ESG格付けに使用される情報源は何か 

MSCIでは以下の情報源からデータを集めます。 

• 企業の開示情報(有価証券報告書、CSRレポート、アニュアル･レポート、株主総会資料、プレスリリ

ース等 

• 学術団体・政府・NGO発表のデータ 

• メディアその他 

MSCI ESG格付けに関する概要についてはこちら（リンクはhere）を参照下さい。 

企業は自社の過去のレポートを見ることはできるか 

過去のレポートは提供していません。通常、MSCI ESG格付けレポートの第一面に過去の格付け推移が記載

されています。 

 

 

https://www.msci.com/documents/10199/123a2b2b-1395-4aa2-a121-ea14de6d708a
https://www.msci.com/gics
mailto:clientservice@msci.com
https://www.msci.com/documents/10199/123a2b2b-1395-4aa2-a121-ea14de6d708a
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5. 今回のESG指数について 

指数構成銘柄はどこで見れるか 

www.msci.com/japan をご参照下さい。 

銘柄は東証一部から選ばれているのか 

MSCI ジャパン IMI 指数（2017 年 6 月時点で 1,221 銘柄）の中から時価総額上位 500 銘柄を対象とします

1。市場区分は関係ありません。 

日本企業の評価は日本人が行っているのか 

MSCI では産業毎にアナリストが配置されており、日本人が日本企業を見ているわけではありません。ただ、

日本の事情は日本人アナリストからのインプットなども含めてグローバルに共有されているので正確に評価で

きています。 

MSCIはアンケートや個別取材は行っているのか 

行っていません。公開情報に基づいて評価を実施しています。 

ESG評価で見ている開示情報以外の情報とは何か 

企業自身が開示している情報に加え、政府機関や NGO などの第三者が開示している情報も参照しています。 

ESG情報の開示が日本語のみの場合も、評価に反映されているのか 

既に多くの日本企業について、英語開示と日本語開示の情報量にほとんど差がありません。もし違いがあれば

弊社の日本人アナリストがサポートしています。グローバルの投資家は英語情報に基づいて投資をしますの

で、英語での開示を進めていただくことを推奨します。 

レーティング結果に納得がいかない場合どうすれば良いか 

個別企業の評価についてはレポートをお読み下さい。評価に至る詳細はレポートにすべて記載されています。

（企業の自社レポートは毎年お送りしています。）レポートの内容については、企業から MSCI に対してフィ

ードバックできるよう ESG 格付けを更新する前にコンタクトをしています。是非、それらの連絡に対応して

下さい。また、具体的な問い合わせがある場合、ESG_corporate_communications@msci.com までお送り

下さい。 

ESG評価手法が複雑で分かりづらい 

                                                      
1 なお、MSCIジャパンESGセレクト・リーダーズ指数については、2018年12月より親指数はMSCIジャパンIMIトップ700

に変更されました。 
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MSCI の ESG 評価は世界で 1,000 社以上の機関投資家が利用しています。受託者責任を負うお客様の高い要

求水準とクォリティを満たすために、MSCI の ESG 評価手法は詳細かつ透明性の高い手法として構築されて

おり、多くの投資家に信頼を寄せていただいています。 

ESGレポートの日本語版はないのか 

申し訳ありませんが、現状では英語レポートしかありません。 

情報開示を増やしたら、ちゃんと見るのか？企業側の手間だけが増えるのではないか 

MSCI の ESG アナリストは分析に有用な公開情報はすべて見ています。また、レポートの内容については企

業から MSCI に対してフィードバックできるよう ESG 格付けを更新する前にコンタクトをしています。非公

開情報は MSCI の評価には使用されません。 

ESGの評価基準は国や地域によって変わるのか 

MSCI の ESG 評価基準はグローバルで統一されたものを使用しています。 

どのような銘柄がESG評価が高くなるのか 

産業毎に ESG リスクは異なり、それに対するリスク耐性を産業内でグローバル比較して評価が決まります。

まずは自社の産業が何で、その産業において何が重要な ESG リスク（キーイシュー）かを理解して下さい。

詳しくはお送りしている自社の ESG レポートをお読み下さい。 

何をすればESG評価を上げられるのか 

MSCI は企業に対して ESG 評価を上げることに関する助言を行う立場にはありません。一般的プロセスとし

ては、産業毎に ESG リスクは異なり、それに対するリスク耐性を産業内でグローバル比較して評価が決まり

ます。まずは自社の産業が何で、その産業では何が重要な ESG リスク（キーイシュー）かを理解して下さ

い。詳しくはお送りしている自社の ESG レポートをお読み下さい。 

ESG評価が高くなることは企業にとって具体的なメリットがあるのか？指数に入るだけか 

ESG 評価が高いということは、将来起こり得る様々な ESG リスクに対して、その企業は相対的に（同業他社

に比べて）リスク耐性が高いと MSCI が評価したことを意味します。多くの長期投資家は、持続的企業収益の

ために ESG リスクを運用に反映することを重視しています。 

ESG評価が低くても業績の良い企業はある。そのような場合、ESG評価に何の意味があるのか 

ESG リスクは気候変動や人口動態の変化等々の理由から将来的に企業活動に大きな影響を与えます。現在の

業績に問題がなくても将来それらのリスクから影響を受ける可能性は高く、ESG リスクに良く対処できれば

将来の企業業績の持続性が高まると考える機関投資家がいます。特に長期的株主はそのような持続性が強まる

ことを求めています。 

ESGリスクから受ける影響、とは具体的には何か 
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ESG リスクには様々なものがあります。例えば、気候変動という ESG リスクの場合、国際的な取決めにより

エネルギー消費にかかるコストが上昇するなどの規制が導入される可能性があります。その場合、エネルギー

消費効率の悪い企業にとっては、コスト増大という形で財務的インパクトが発生する可能性があります。その

他の ESG リスクも同様に、様々な経路で企業に対して財務的インパクトを可能性があり、長期的株主は ESG

リスクに注目しています。 

ESG評価が上がれば指数に採用されるのか 

MSCI ジャパン ESG セレクト･リーダーズ指数については、基本的に ESG 評価が高まれば採用されることに

なります。ただし、指数の回転率を抑制するためにバッファールールが設けられているため、評価が高まると

自動的に指数に採用されるわけではありません。詳しくは同指数メソドロジーをお読み下さい。（一方、

MSCI 日本株女性活躍指数（WIN）は性別多様性スコアが高くなれば採用されます。） 

バッファールールとは何か 

指数基準としてある数値や格付け符号などを設定して、それを上回ると指数に採用し、下回ると除外するとい

うルールにすると、その基準を少し超えたり下回る銘柄が多数出てきます。それをそのまま指数に反映すると

除外や採用される銘柄数が増え、指数に連動する運用をするファンドにとっては取引コストが高くなるという

問題になります。そこで、このようなコストを低減するためにバッファールールが設けられており、基準を下

回った銘柄でも一定の水準にとどまる場合は継続採用されるように配慮されます。 

指数から除外される基準は何か 

CCC 又は非常に深刻な不祥事が発生すると除外されます。また、業種内での相対的に ESG 格付けまたは性別

多様性スコアが低くなると除外される可能性があります。また、親指数である MSCI ジャパン IMI トップ

500 指数から除外されると除外されます2。詳しくは同指数メソドロジーをお読み下さい。 

性別多様性スコアはどう計算されるのか 

女性活躍推進法における 5 項目（従業員全体・新規採用者・上席管理職・取締役における女性比率と男女の

平均雇用年数の違い）それぞれを点数化し、その平均点を出します。それを情報開示されている項目数に応じ

て減点して（開示項目数が少ないほど減点率が大きい）、中間スコアが出ます。これが性別多様性スコアの

75%を占めます。残りの 25%は性別多様性に関する企業の取組みやポリシー、従業員に与えられている福利

厚生制度等から導かれる点数になります。詳しくは MSCI 日本株女性活躍指数（WIN）のメソドロジーをお

読み下さい。 

女性活躍推進法の求める開示は自社ホームページで行っているが見てるか 

見ています。 

                                                      
2 なお、MSCIジャパンESGセレクト・リーダーズ指数については、2018年12月より親指数はMSCIジャパンIMIトップ700

に変更されました。 
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これまで女性活躍への取組みは進んでいなかったが、今後は強化する方針を示しており、そ

の旨を開示もしている。そのような企業もちゃんと評価してもらいたい 

今後の方針や取組み等についても、それらが開示されていれば、性別多様性スコアの 25%部分で評価する仕

組になっています。 

女性活躍に取り組むことで企業に何のメリットがあるのか？指数に入るだけか 

メリットの一つとして、女性活躍が進む企業は、そうでない企業と比べて人材を獲得しやすいということが考

えられます。労働人口が減少する日本においては、より多くの人材にアクセスできることになるので、企業活

動を持続させる上で女性活躍は大きなメリットがあると考えられます。 

MSCIでは企業がマーケティングに使用できる指数のロゴを用意しているか 

もしMSCIの ESG指数に採用されていれば、ESGコーポレート･コミュニケーション･チームがロゴと免責文

を送ります。お問い合わせは esg_corporate_communications@msci.com.まで。 

mailto:esg_corporate_communications@msci.com
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NOTICE AND 
DISCLAIMER 

This document and all of the information contained in it, including without limitation all text, data, graphs, charts (collectively, the “Information”) is 

the property of MSCI Inc. or its subsidiaries (collectively, “MSCI”), or MSCI’s licensors, direct or indirect suppliers or any third party involved in making or compiling any Information (collectively, 
with MSCI, the “Information Providers”) and is provided for informational purposes only. The Information may not be modified, reverse-engineered, reproduced or redisseminated in whole or 
in part without prior written permission from MSCI. 
 

The Information may not be used to create derivative works or to verify or correct other data or information. For example (but without limitation), the Information may not be used to create 
indexes, databases, risk models, analytics, software, or in connection with the issuing, offering, sponsoring, managing or marketing of any securities, portfolios, financial products or other 
investment vehicles utilizing or based on, linked to, tracking or otherwise derived from the Information or any other MSCI data, information, products or services. 
 

The user of the Information assumes the entire risk of any use it may make or permit to be made of the Information. NONE OF THE INFORMATION PROVIDERS MAKES ANY EXPRESS OR IMPLIED 
WARRANTIES OR REPRESENTATIONS WITH RESPECT TO THE INFORMATION (OR THE RESULTS TO BE OBTAINED BY THE USE THEREOF), AND TO THE MAXIMUM EXTENT PERMITTED BY 
APPLICABLE LAW, EACH INFORMATION PROVIDER EXPRESSLY DISCLAIMS ALL IMPLIED WARRANTIES (INCLUDING, WITHOUT LIMITATION, ANY IMPLIED WARRANTIES OF ORIGINALITY, 
ACCURACY, TIMELINESS, NON-INFRINGEMENT, COMPLETENESS, MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE) WITH RESPECT TO ANY OF THE INFORMATION. 
 

Without limiting any of the foregoing and to the maximum extent permitted by applicable law, in no event shall any Information Provider have any liability regarding any of the Information for 
any direct, indirect, special, punitive, consequential (including lost profits) or any other damages even if notified of the possibility of such damages. The foregoing shall not exclude or limit any 
liability that may not by applicable law be excluded or limited, including without limitation (as applicable), any liability for death or personal injury to the extent that such injury results from the 
negligence or willful default of itself, its servants, agents or sub-contractors. 
 

Information containing any historical information, data or analysis should not be taken as an indication or guarantee of any future performance, analysis, forecast or prediction. Past 
performance does not guarantee future results. 
 

The Information should not be relied on and is not a substitute for the skill, judgment and experience of the user, its management, employees, advisors and/or clients when making investment 
and other business decisions. All Information is impersonal and not tailored to the needs of any person, entity or group of persons. 
 

None of the Information constitutes an offer to sell (or a solicitation of an offer to buy), any security, financial product or other investment vehicle or any trading strategy. 
 

It is not possible to invest directly in an index.  Exposure to an asset class or trading strategy or other category represented by an index is only available through third party investable 
instruments (if any) based on that index. MSCI does not issue, sponsor, endorse, market, offer, review or otherwise express any opinion regarding any fund, ETF, derivative or other security, 
investment, financial product or trading strategy that is based on, linked to or seeks to provide an investment return related to the performance of any MSCI index (collectively, “Index Linked 
Investments”). MSCI makes no assurance that any Index Linked Investments will accurately track index performance or provide positive investment returns.  MSCI Inc. is not an investment 
adviser or fiduciary and MSCI makes no representation regarding the advisability of investing in any Index Linked Investments. 
 

Index returns do not represent the results of actual trading of investible assets/securities. MSCI maintains and calculates indexes, but does not manage actual assets. Index returns do not reflect 
payment of any sales charges or fees an investor may pay to purchase the securities underlying the index or Index Linked Investments. The imposition of these fees and charges would cause the 
performance of an Index Linked Investment to be different than the MSCI index performance. 
 

The Information may contain back tested data. Back-tested performance is not actual performance, but is hypothetical. There are frequently material differences between back tested 
performance results and actual results subsequently achieved by any investment strategy. 
 

Constituents of MSCI equity indexes are listed companies, which are included in or excluded from the indexes according to the application of the relevant index methodologies. Accordingly, 
constituents in MSCI equity indexes may include MSCI Inc., clients of MSCI or suppliers to MSCI. Inclusion of a security within an MSCI index is not a recommendation by MSCI to buy, sell, or 
hold such security, nor is it considered to be investment advice. 
 

Data and information produced by various affiliates of MSCI Inc., including MSCI ESG Research Inc. and Barra LLC, may be used in calculating certain MSCI indexes. More information can be 
found in the relevant index methodologies on www.msci.com. 
 

MSCI receives compensation in connection with licensing its indexes to third parties. MSCI Inc.’s revenue includes fees based on assets in Index Linked Investments. Information can be found in 
MSCI Inc.’s company filings on the Investor Relations section of www.msci.com. 
 

MSCI ESG Research Inc. is a Registered Investment Adviser under the Investment Advisers Act of 1940 and a subsidiary of MSCI Inc. Except with respect to any applicable products or services 
from MSCI ESG Research, neither MSCI nor any of its products or services recommends, endorses, approves or otherwise expresses any opinion regarding any issuer, securities, financial 
products or instruments or trading strategies and MSCI’s products or services are not intended to constitute investment advice or a recommendation to make (or refrain from making) any kind 
of investment decision and may not be relied on as such. Issuers mentioned or included in any MSCI ESG Research materials may include MSCI Inc., clients of MSCI or suppliers to MSCI, and may 
also purchase research or other products or services from MSCI ESG Research. MSCI ESG Research materials, including materials utilized in any MSCI ESG Indexes or other products, have not 
been submitted to, nor received approval from, the United States Securities and Exchange Commission or any other regulatory body. 
 

Any use of or access to products, services or information of MSCI requires a license from MSCI. MSCI, Barra, RiskMetrics, IPD, FEA, InvestorForce, and other MSCI brands and product names are 
the trademarks, service marks, or registered trademarks of MSCI or its subsidiaries in the United States and other jurisdictions. The Global Industry Classification Standard (GICS) was developed 
by and is the exclusive property of MSCI and Standard & 

Poor’s. “Global Industry Classification Standard (GICS)” is a service mark of MSCI and Standard & Poor’s. 
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